
令和 8 年度 第 2 回 浜松市立平山小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時    令和 8 年 6 月 19 日（金） 14:30～16:00 

２ 開 催 場 所    平山小学校 ひなぶ館 

３ 出 席 委 員   森田佳津子、山田祐子、横井清雄、清水巨久、山﨑由樹、山口竜士、

加藤良知、山田寿美子、山田智久、清水浩二 

４ 欠 席 委 員    なし 

５ 学校支援コーディネーター  樋田まさゑ、浅野陽江 

６ 学   校   縣倫子（校長）、夏目浩敬（教頭）、久米満代（ＣＳディレクター） 

7 教育委員会   山本俊行（浜松市教育委員会 学校・地域連携課） 

8 傍 聴 者   なし 

9  会議録作成者   ＣＳディレクター 久米満代 

10  議長の選出   議長について、第 1 回の話し合いのとおり森田会長が務めることを、

全員異議なく承認した。 

11 協 議 事 項  （１）授業参観より 

（２）平山小学校「いじめ防止基本方針」と現状について 

１２  会 議 記 録 

・司会の教頭から、委員総数１０人全員の出席があり、会議が成立している旨の報告

があった。前回会議録の確認（久米）後、熟議に入る。 

（1）授業参観より 

◆協議会前に行われた授業参観を見学した委員の感想・発言 

・5、6 年生を参観した。6 年生はおとなしく、5 年生の方が思ったことを発言してい

るように感じた。（山﨑委員） 

・４年生を参観した。昨年までは、後ろの父兄を気にしていたが、今年は前を向いて授

業に集中していて、成長したと思った。（山口委員） 

・全学年参観した。１年生は、２人だけなのにとても元気でにぎやかだった。学年が上

がるごとに、しっかりとしていくと感じた。(加藤委員) 

・何十年も平山小と関わりがあるが、昔も今もかわらず、明るくて素直な子供達だと

思う。先生は、子供達の様子をよく見ている。（山田寿美子委員） 

・１年生は明るく素直だと感じた。３年生の朗読が素晴らしかった。（山田祐子委員） 

・子供達は、それぞれ個性があるけれど、ＴＰＯに応じた態度をとれていた。先生との

信頼関係ができていて、子供達が安心しているのがわかる。小規模校のメリットだ。

（横井委員） 

・いつも安定感があり安心できる。再確認できた。（樋田ＣＤ） 

・みんなのびのびしていた。（浅野 CD） 

・普段から校長先生との距離が近く、小規模校のメリットを享受している。（森田会長） 

◆授業参観を見学できなかった委員の発言 

・今まで授業参観したことがない。少人数授業を見てみたいので、次回は参観したい。

（清水巨久委員） 

・自分の子供達が在学中も授業参観していない。参観しておけば良かったと思った。



（清水浩二委員） 

・5･6 年生の道徳が見たかった。道徳の学習が存続していて良かった。(山田智久委員) 

（２）平山小学校「いじめ防止基本方針」と現状について 

   校長から、令和 7 年度の「いじめ防止」について分析と考察があり、それを踏まえ

て、令和 8 年度の現状と取り組みの説明がなされた。その後、委員から下記の発言があ

った。 

・家庭でいじめの話を聞いた場合、家庭で解決すべきなのか、学校に伝えるべきなの

か、対処に戸惑う。（清水巨久委員、山口委員） 

・いじめの話は、家庭から学校に相談したほうがよい。教師は、場合によっては当事者

には言わないこともあるが、聞いていたら指導に活かせる。（横井委員） 

→ 子供や家庭と学校は繋がっている。気になる話があれば、伝えてもらいたい。

学校で子供から相談された場合、見ていない事柄には判断していない。よく話を

聞いた後に、どうしたいのか尋ねて、本人に考えさせるようにしている。（校長） 

・年々、いじめ対策が迅速で手厚くなっていると思う。本人が考えることは大切だと

思う。（加藤委員） 

・「いじめ」という言葉に過敏になっているのかもしれない。子供を中心に考えてくれ

ていて、相談できる環境ができていて安心した。（山田祐子委員） 

・子供間の LINE などが原因で、トラブルが起きたりしている。AI の普及にも畏怖の

念がある。（横井委員） 

・相手が嫌だと思えば、いじめである、という「いじめの定義」が難しい。自分の意

見が言えなくなる。バランスが難しい。（清水浩二委員、山田智久委員、山﨑委員） 

・家庭や学校で、話を聞いてくれる人がいる環境が、大切だと思う。（山田寿美子委

員、森田会長） 

 

13 教育委員会学校・地域連携課（山本俊行）より 

平山小は、学習の基礎がしっかり学べるところが良い。人間関係でも、良いやり直

しの連続で、大人になっていける環境がある。伝統を守っていってもらいたい。 

AI は、何でも答えてくれるが、自分で決められなくなる。自分で決めることは大切。 

 

14 連 絡 事 項（教頭）   

① 学校支援活動計画について 

② 第 58 回交通安全こども自転車全国大会応援者の募集と支援のお願い 

③ 令和 8 年度学校運営協議会組織について 

④ 休校の基準や登下校の対応の変更について 

⑤ 6/24 コミュニティ・スクール研修（オンライン）について 

⑥ 今後の学校運営協議会の予定 

  第 3 回 令和 8 年 9 月 11 日（金）14:30～15:30 

・令和 9 年度に向けた教育課程編成の協議（教職員を交えて） 

  第 4 回 令和 9 年 2 月 15 日（月）14:30～16:00 

・本年度のまとめと来年度の取組計画 


